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Abstract 

Magn巴tictotal intensity data collected around South-West Japan obtained through "Th巴

Basic Map of the Sea”project of the Japanese Hyclrographic Departm巴ntare compiled. Results 
were compared with the topographic and geological features of the sea floor ;:me! adjacent land 

area. 

The smooth magnetic pattern with two weak magnetic positive zones along the deep sea 

terrac巴 andthe outer edge of the continental slope are characteristic between Nankai Trough and 

South-Western Japan. The Eastern China Sea and the Japan Sea area around S-W Japan show 

complicated magnetic patterns accompanied by NE-SW or NNE-SSW trending islet-seamount chains 

or uplifted zones of the basement rocks. The geological strncture on land of Kyusyu and these 

magn巴ticfeatures of the Eastern China Sea suggest that the opening or spreading of the marginal 

sea resulted from the intrusion of andesitic and other ign巴ousrocks along fault zones caused by 

crustal movements of the trench. 

key words: Solid earth geomagnetism, Island arc. 

1. 序論

水路部の大陸初jの海の墓本凶測量では，大陸棚と大陸斜面の地磁気全般力，地形，地質構造及び重力の調査を

系統的に実施しており，日本局辺全域のiJ!IJ量をほぼ終了している．成果は縮尺20万分の1の地磁気全磁力図，海

底地形図，海底地質構造図及び重力異常図として順次刊行されている． ζの事業は，日本周辺海域で統一された

方法により，広大な海域で密なiJ!IJ線沿いに実施された最初のものであり，画期的なものといえる．一方地球科学

的観点からは，日本及び周辺海域の各種の調査成巣，例えば地磁気の｛也lと地形，重力，地殻熱流量，地震，地質，

地殻変動など、の成果をそれそ、れ一定の規格でまとめて比較検討することが，日本及び周辺海域の地殻構造及びそ

の動的状態を把握するためにきわめて重姿である．地形については海上保安庁水路部及ひ国土地理院が各種の地

図を刊行しており，すでにその概要は把握できる．重力異常分布についてはTomoda(1973), Segawa and Tomoda 
(1976）等

lこより詳しくまとめられている．その他の種類のものについては，地磁気異常分布を含めていずれも本質的に地
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殻表層lζi!'b：因する情報であるため複雑な分布が予測され，詳細にわたるまとめはなされていない． したがって日

本周辺の大陸搬の海の基本図測量の成果をまとめる乙とは極めて意義が深く，北海道Eeび東北地方周辺海域の磁

気異常については既に報告（大島他• 19通したが，それらの一環としての西南日本周辺海域の地磁気異常分:fff
についてまとめた結果を報告する．なお，ここでは南西諸島周辺の海域として，九州から種子島・屋久島を経て

中之島周辺までの地域を取扱ったが，それ以南の海域については次の機会にゆずる乙ととした．また，乙の報告

で取扱う海域の東の境界は，日本海側では鳥取の東約40kmの東経134度40分付近，太平洋但ljでは静岡県掛！Iii中の

東経138度付近であり，謁査海域の沖合への張り出しは距岸約200km程度である．

通産省工業技術院地質調査所は，地下資源開発を目的とする空中磁気探査を実施しており，その成采は調査海

域どとの空中磁気図のほか，地質調査所研究報告（1978,1979) ！こ報告されている．その調査は浅海域から海岸

付近の陸上を含み，測線開隔は2～3kmで，航空機に積載したプロトン磁力計により泌定されたものである．そ

の成果のうち，福井一隠岐，東海一紀伊j中，串本延岡，宮崎1!Ji，天草等の海域の成果を参考にした．

WAGEMAN et al. (1970）によると，九州西方の東シナ海では地磁気の局所的な異常が多数見出され，特lζ

東海大陸棚の縁辺域にあたる台湾穴道摺曲帯l乙沿って音響学的不透明層が分：市し，地磁気の正の異常帯を伴って

いる． ζの正異常帯の基盤岩は第三紀の堆積岩や酸性質入岩で日本付近では露頭しているが，その南の海域では

より新しい地層lζ埋もれているとされている．その他lζも東シナ海から南西諸島周辺にかけて，南西諸島にほぼ

平行な北東一南西あるいは北北東 南南西の方向を示す多数の地磁気縞状異常が描かれており， iJ!IJ線開隔が数十

から百キロメートルときわめて広いので詳細ではないが，一応ζの付近の地磁気異常分布の特性を表していると

考えられる．

日本海の地磁気異常分布はIsezaki(1973）によってまとめられ，不明瞭ながらほぼ北東一南西の方向性を示し，

日本海の拡大を示すものと考えられているが，測線開隔の広い調査に基づく結果であるため，特lζ今回の調査結

果との整合性は検誌しなかった

四陸海盆については，小林（1974）をはじめ多くの研究があり，地形的lζは九州パラオ海嶺や紀南海山列の示

すほぼ南北の方向性が地磁気異常分布にもみられ，海底の拡大成長が四国海盆の成因であるとされている．一方

南海トラフから陸測については，前述の地質調査所の成果以外には，地磁気分布lζ関する資料で参考とすべきも

のは見当たらなかった．

本論は，西南日本周辺の大陸棚及び、大陸斜面の地磁気異常分布について，地磁気分布の特徴によっていくつか

の区域に分け，それぞれについて地質構造の調査結果等を比較検討し，地殻表層部の構成について考察したもの

である． しかし陸域の地磁気異常分布に関する詳しい情報がほとんど得られなかったとともあって，西日本全域

の地殻のダイナミクスについて論じるまでには至らなかった．

2. jjlJJ 量

本論lζ践する海域の調査は，水路部の測量船「昭洋J及び「明洋Jにより昭和44年から51年にかけて実施され

たものである.iJ!IJ線の間隔は約3.7kmで，測位はロランA，ロランC,NNS S及び陸岸が見える範囲では六分

儀による陸上物擦の測角による三点両角法等の併用によるものである．海岸付近のiJ!IJ位誤差は最大約200m以内，

沖合いで条件の悪い海域でも最大約1.8km以内で，平均的lこはその数分のl程度と推定される 特l乙九州周辺に

ついては，デッカを使用したため沿岸部及び沖合い共に最大誤差は300m程度以内で，さらに海岸付近での陸上

物標による測位lとより，デッカの電波伝ばん経路の影響の補正値を求めて修正したので， iJ!IH立す三塁は図上では無

視して良い程度と考えられる．
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地磁気全磁力はプロトン磁力計により測定した．河時lこ音響測深機による地形調査，エアガンによる地質構造

の調査， TSS G型重力計による重力の測定を行った．測線の方向は，調査海域どとに地形や地質構造の方向性

lこ直交する向きにしたため，日本海と四国海食では南北lζ近い方向であり，東シナ海では東西IC；互い方向である．

3. 地磁気異常の算出と解析

地磁気の測量結果は，地球外部i乙起国サる磁場の時間的変化（日変化，磁気嵐等）を含んでいる．日本では，

Figure 1 fC示す10か所で地磁気全磁力の連続観測が実施されており， iJllJ量区域ごとに設も近い観測点のデータ

を用い時間的変化の補正を行った
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Figure 1 Geomagnetic stations used for the estimation of secular change 

of total intensity at sea around Japan sinc巴 1965.

地磁気異常算出の基準値は IGRF1965. 0を用いたが，その経年変化は実際l乙日本で観測されたデータlこ全く

合わないため，日本の観測所データを用いて次式により算出した．

!lFニ Fー（IGRF十SECULAR! ( 1 ) 

乙ζでFは測量で得た全磁力値， IGRFはIGRFモデル1965.0年の値， SECULARは次l乙述べる方法で決め

た1965年以来の経年変化量， !lFlま求める地倣気全磁力異常である．

日本では，近年地震予知の目的で地磁気全滋力の連続観測点、がいくつか設けられ，従来の観測所？とあわせて合

計10か所で全磁力観測が実施されているが，最近の地磁気全磁力経年変化は単純ではなく， 1965年以来の1個の
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観測点の変化を時間の関数として表わすには，変出点の数から考えて4次以上の高次の式で表現しなければなら

ない．そ ζである地点の経年変化量を時間の4次式で表現し，各観測点の年平均値を用いて最小自乗法lこよりそ

の係数の値を決定した．すなわちある地点の観測値lこっし、iて次のように表現できる．

SECULAR =A1t + A2t2 + A3t3十A,t• (2) 

ただし tは年単位で t=iWJ定時期－1965.。
さらに A，～A，はそれぞれ測定点の緯度v，経度 Alζ関する3次式で近｛以できると考える．

Ai=a;o十a;1<p十aivl+aia<p2十a;4cpJ.+a;5A2十a•6cp3+a;7cp2A十a・:s<pA2十a;9J.3 (3) 

ただし， v及びAの値はiJ!IJ定点の北緯－34度，東経－136度を分単位であらわした数とする．乙れら au(i二 1
～4, Jニニ＝：

となり一意｛内lζ｛直がi犬まつてしまうが， ζζでは地球物理的意味よりも便宜 i；経年変化量を近似できれば良く，

陸域付近の海上iζ関してはさほど問題はないであろう．結果を Figur巴 2（と，計算値と観iJliJ値の差を Table2 

lζ示す．乙の式lこより，日本及びその毘辺の任意地点における19654：以降最近までの経線度変化量を算出できる．

なお，観測データのtJ,い期間については，水路音j）観測報告等の経年変化で抗定値を5]＜：めて補間した．

Table 1 Coefficient valu巴sGリ forequation 3 

ヌrc=;;=-l~c r=-;=-1＝＝；＝~1- ~:=rs丁コ「「「 i 卜i

fじむ：J~I；：；七二l~~j~~：5:i :::·:1~；11 コ：
2 I ~：：~： I ~：~~： I 引引：：~~~_1 －~：：~~ I ：：：~~ 1 －~：：~！ 1 －~：~~： I ~~：~： 
3 J ~：：~~I ： ~~~I ：~：：： I ：：：~~I ：：；てJ ~ ~；~： I : ：：~： I ~：~ I : ~：~~t~~ 
• _i_-~ ：：，t~：：·： I 引：：；~！I : ：：~： I_ -z：~：~！ L; ~：~~： I＿~~：：~： 1-l~ ：~~： I＿：：：ゴ

Table 2 Di妊erencebetwe巴nobserved and calculated geomagnetic total 

intensity secular change since 1965 at each magnetic stations 

(observed-calculated). Estimated values are given in parentheses. 

ぷ云白～竺？ヲi可雨戸山J「19681196911;70 I 1971 I 1972119731197411975 / 1976 I 1977 －瓦
瓦ー扇面川下~----i.41円司－o.5 I i. 3 I 人同~~4 ト2.o I 2. s卜o.s / 1.41－；：－汗瓦
瓦元山工下両戸示手斗下両雨戸6fU円1/-o.91-2. 61川工可－－；：；戸z
h示~I瓦戸2I i.9 /-i.o I 2.日可江戸中市子ぺ竺竺E
竺？竺_l~：川－2. s 1-o. 4 I 2. ~ I o. 2 / 2. 6 I吐自己_z_l___:II竺臼土
NOMASI I (0. 8)/Cー1.3* 1.川1.51 1.41-o.s卜15 1 o. 6 ]. o -o. 6 -o. 9 o. 6 仏7.. 0. 4 

/ co. o*-o. 3)/ co.判co.対－o.5/ -3.31 2.41 3.o /-i.o l-2.9 /-o.s I 3.3 / i.3 / 
ATAKEf(玩ド玩丙雨戸不雨戸耳石)fi.61 0.5卜2.6卜o.3 I o. 4 I i. 9 /-i. o 
円耳三汗瓦ド司 5.91 -0. 41 I干雨戸~可－－；，－6 I 1.7 I 1.41 -

加 TORI I (0.叫 1.0* 0.3〕日雨司 0.6/ o.2 /-0.2~平工下1干；；1て一
/ 1.11-o.3/ 2.5/-1.513.21o.5/2.31 o.11-i.2/-4.5/-o.312.313.41-2.4 
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測量成果は全磁力分布lζ関する出！日三原図である．そのままでは計算機入力とはならないので，原図からディジ

タイザーにより磁気テーフ。テ、ータファイノレを作成した．その際の読取り誤差は縮尺20万分1の原図上で0.5ミリ

以内であり問題lとならない．次lζ霞子計算機によりは）式の計算を各測点lごついて行レ，求めた地磁気異常の数値

を図化機で図上lζ記入した．地磁気異常の等値線はフリーハンドで描いた.(1）式の計算は， IGRFもSECULAR

も共lとかなり項数が多く繁雑であるが，用いた計算機（日本電機AC 0 S-6）が比較的高速で， 5000点程度の

データの計算処理と図化機（オフライン）用の地磁気異常分布図データテープの作成に要する時間は数分以内で

あり，特lζ計算時間軽減の工夫は必要でなかった．

磁気異常の数値解析の方法は，得られた地磁気異常分布図，予見される帯磁物体の構造とその磁化の方向など

に応じて最適の方法を選ぶ必要がある．本論の調査海域のうち，東海，四回沖のいわゆる四万十層群の海域では，

大陸斜面沿いの堆積物の厚い深海平坦国lζ弱い正の巽常帯がみられ，乙れについては既IC地質調資所（1978)Iζ 

解析結果が示されている．山陰沖と九州西方海域では，地磁気異常分布は極めて複雑であり，個々の異常につい

て詳細な解析を行う事は有利でない．特lζ九州西方の東シナ海では厚い第3紀堆積層のドl乙強磁性の貫入岩が多

数分布しているとみられ， ζの場合は貫入岩の表面の深度が問題である．

ζのような場合IC最も簡単な方法は， HENDERSONand ZEITZ (1948）の方法であり，以下にその方法の概

略を述べる．

まず，貫入岩は鉛直柱状モデノレで＝近似できるとし，上面の深ちにくらべ，底面は計算上その影響を無視できる

程度lと深いと仮定する．これが正の害磁である場合，地磁気異常分布図上では通常強い正の異常と，その北寄り

に弱~ ＇負の異常が現れる. iE異常のピークを示す地点を原点とし，負異常の中心方向へy勃をとる.）＇軸から反

時計方向lζgooの方向をz軸，原点から下方へz軸をとる.x軸から周囲磁場の磁北へ時計まわりに訊ljった角度

をP，周囲磁場の伏角を Iとする．原点からy執の正の方向沿いに，正の異常値が原点の値の半分になるととろ

までの距離（仮に半値幅と呼ぶ）を E とし，原点から柱状モデル上国までの深さをDとすると

Dニf((3, I) • E ( 4) 

という関係が成り立ち， HENDERSONand ZEITZ (1948）には F及び Iの値lζ対する／（(3,I）の値がグラ

フで示されてし hる. (3ニ90It前後，つまり帯磁の方向が現在の磁場とほぼ同じ方向の易会，調査海域の伏角が40

度から50度であるので，／（(3,I）の値は1.6から 1.7程度である．したがって，貫入岩休の表面深度は，正の帯

磁のものについてはきわめて容易に推定する ζとができ，.＇j士値幅の1.6倍程度と考えてよい．鉛直板状モテツレに

ついても同様の手法lとより深さを推定する乙とができる．その場合はz較を帯状地磁気異常の中心軸方向とし，

y軸はそれに直交する::It.寄りの方向lことり，（4）式と同様l乙深さ Dは半値縞E から

D=/1((3, I）・E (5) 

として求める乙とができ， f!Cf3，わの値がグラフに示されている．例として 1=45度，戸ニ90度の場合は， f!((3,

I) =l. 34 となり，磁性体の表面は半値幅のほぼ1.31たと推定できる．なお，帯磁物質の磁化の伏角のちがいは，

深きの推定値にほとんど影響しない．

4. 地磁気異常分布の特徴

地磁気異常分布を50ガン7 ごとの等f直線で示した結果を Figure3～Figur巴 8IC示す． とれら全体をまとめ

て200ガンマどとの等値線で示した結果を Figure9 IC示す．
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Figure 6 Geomagn巴tictotal intensity anomalies. Contour interval is 50 nT. 

Solid lines are positive and dotted lines are negative values. 
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まず、調査海域全体については，正の異常域が卓越して異常値算出に用いた標準磁場が不適当であるような印象

を与える．特に九州周辺での正の異常域の卓越が顕著である． しかし，日本及び距岸約l,OOOk冊以内の海域lと関

する航空磁気測量の成果図（海上保安庁・ 1978）でも，乙の地域の地磁気全磁力の正の異常域の卓越を示してし、

る．特lこ山陰地方とその沿岸部から五島列島や九ナ！？北部，九州西岸沖の東シナ海にかけて，広大な正異常帯とな

っており，とれに対して東海地方から凹国，九州南部のいわゆる中央構造線沿いの陸上やその延長では負の異常

が卓越し，その負の帯状分布域の南を並走する東海沖から九州東方l乙至る一帯では，弱い正の異常帯となってい

るように見える． ζの成果は高度4,500mでの航空磁気測量の結果であるので，地域的な異常分布の特徴を表し

ていると考えてよく，乙の海域の今回の調査結果で正異常が卓越しているζとは，地学的に意味のあるζとであ

って，標準磁場が不適当なためではない．特にdi陰から九州西方l乙至る正の異常帯は，付近の陸上l乙安山岩，玄

武岩等の磁性岩外；が広く分布している乙とから，沿岸海域lζ塩基性火成岩が多量に分布していると考えられ，さ

らに佼置的l乙は地質学分野で台湾ー穴道摺曲帯とl乎ぶものに重なっている．とのことは前述の WAGEMANet 

al. (1970）の結果と一致する．

次!C，地磁気異常分布の特徴によって調査海域を Figure10のように区分し，それぞれの海域について地磁

気異常の詳細と関連のある地形及び地質構造について述べる．

(1) A区域（東海，紀伊，四国東部j中）

海底地形は，海岸から南海トラフにかけて南海トラフとほぼ平行なならびで，大陸棚，大陸棚i斜面，深海平

坦mi，堆および海fi:列，起伏の多い大陸斜面，南海トラフの順lζ配列している．東海t中から紀伊i中にかけては，

駿河湾口の石花海から御前埼准を通り，南西l乙延びる海丘列は，熊野舟状海盆の厚い堆積物をせき止める外縁

隆起帯となっている．音波探査の結果（永野他・ 1977）によると，熊野flJ状海食中心部は中新世末から洪積設

中期の地層の向斜部となっている． しかし志摩半島の南では熊野舟状海盆の中心軸lζ沿って音響基盤の高まり

がある．

地磁気異常分布は，まず潮抑より東の海域から見ていくと，顕著な異常はない．わずかに紀伊半島南東岸か

ら御前埼東方にかけて熊野舟状海盆を通る認の異常帯が見られ，その振幅は付近の海域からたかだか50ガンマ

である．乙の異常需は50ガンマどとの等値線では明瞭ではないが，原因となる磁性体の深さは海面下約lOkm程

度と考えられる．地質議査所の研究報告（1978）によれば，乙の磁性岩体は深さ 9～lOkm, 帯磁率3～4×

10-• emu/ccで，第三紀花院i岩類および斑れい岩と考えられている．それらの沖合いに大陸斜面l乙沿って見ら

れる正の異常帯は，音波探査による音響基盤の高まりの分布に一致する傾向を示すが，磁f生岩体の深さは9km

程度であり，表層付近の地形や音響基盤の高まりは，乙の地磁気異常の原因ではないと考えられる．

潮岬より東の海域でも地形，地磁気共lと前記i海域の特徴がそのまま続いており，土佐沼海丘群，安芸海丘群，

須崎海丘群等の内側l乙土紀舟状海盆や土佐海段等の深海平塩面がよく発達している．大陸斜面では南海トラフ

の軸と平行して細長いトラフ状と 1）ッジ状の地形が2～3列見られる．熊野舟状海盆沿いの地l滋気正異常帯は，

潮UJljl付近から西へ延びて室戸郷付近を通り足摺締付近i己変っているようである．大陸斜面沿いの正異常帯は，

室戸車甲南々東沖まで延びているが，それより西では南北lζ細長く，振幅も 200ガンマ以上に及ぶ異なった特徴

を示すものとなっている．

以上lζ見るように， A区域はいわゆる四万十層群の厚い堆積層lζ起因すると思われる平坦な地磁気分布と，

深海平坦面及び大陸斜面の！ごの海面下lOkm前後の深さに， トラフlζ平行な弱い磁化（花筒岩程度）を示す磁性

岩体が並走しているととが特徴である．
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(2) B区域（高知i中，日向灘，種子島東方）

地形的lζは南海トラフ，九州ノfラオ海嶺，琉.Ej(海溝の会合する海域で，足摺岬沖まではそれ以来の海域の特

徴をそのまま西に延長した様子を示し，足認由l!li中から南西へは等深線を乱しながら徐々に琉球弧iζ沿った南北

の方向性を示すようになる．音波探査の結果ではその境界はちらに明瞭で，断層，摺曲~j由，基盤の高まり等の

方向が足摺仰沖を境l乙東では東北東～西南西であり，西側では北向きである 豊後水道沖には，熊野舟状海盆，

土紀舟状海盆，土佐海段等と同列の深海平坦面である日向海段が位置し厚い堆積物をためている．

種子島東方では地形，地質構造共lζ琉球海溝lこ沿うほぼ南北l乙近い方向性を示し，種子島，屋久島等の地形

の高まりから東へ大陸棚，大陸棚斜面，大陸斜面が並走している．大陸斜面lこは，ところどころに小規模な深

海平坦面に似た地形が見られる．日向i滋から種子島東方にかけての大陸棚の音波探査結果では，音筈基盤の小

規模で南北l乙長いワッジ及びトラフに似た起伏が多数分布しているのが特徴的である． ζのように地形，地質

構造ともに足摺自甲南方から日向灘にかけては，南海トラフlζ平行な西南日本弧の特徴と，琉球海溝lζ伴う琉球

弧の特徴を示している．重力のフリーヱア異常（海上保安庁海図第6354G,6355G）は臼向灘から種子島東方

の大陸棚沿いに一100～－140ミリカソレの負の異常帯を形成しており，地殻深部では琉球弧の地殻運動が日向灘

まで続いている事を明瞭に示している． しかし地質学的には中生代及び古第三紀の四万十層群が琉球狐lζ沿っ

て南へ延長していると考えられており，足摺抑，大！将半島，屋久島ではそれを貫いている中新世の花尚岩類が

露頭している．乙れら花尚岩類は前記A区域では堆積物lζ埋められているが，この海域ではより新しい草花球弧

の活動lζ伴って隆起と浸食を受けて露頭したとも考えられる．

地磁気異常は足摺仰から南々東iζ5lit、た線付近を境にして，その西仮uは若干正の卓越する異常帯となると共

IL，九州パラオ海嶺のjとへの延長の大陸棚付近に十450ガンマの正の異常，その北iζ振幅200ガン7の広い負

異常域が広がっている．前者は九州ノfラオ海嶺の北端部で，原因の岩｛本はかなり深いと考えられる．後者につ

いてはその原因は不明である．乙れらの異常域から南は，磁気的にきわめて平坦な海域であり，種子島はわず

かであるが負異常域となっている．佐多岬から屋久島問岸へ延長する直線から西側は，急rct也磁気異常の複雑

な地域となっており，その境界はきわめて明瞭である．

(3) C区域（長崎沖から校時警報日群島〕

長崎半島から長崎海脚（鯵曽根，ヒラジ曽根，沖ヒラジ曽根）へと南西に延びる地形の高まりがζの海域の

北の境界で，その南の男女群島と飯島列島の中間には，沖縄舟状海盆北部の海盆底が広がり， ;j(深は700～800

mで、ある（永野地， 1976）.その南は700～900mの比較的平坦な海盆底lζ島，堆，海I手が散在するが，その並

びは北東一南西から北々東南々酉の方向性を示すように見える．例えば天草諸島 飯島列島，宇治群島主主

垣島富曽根，坊ノ向lー黒島一東新曽根，西新曽根及び東京「曽根基曽原，佐多岬一竹島及び硫黄島一口永良

部島一口之島 中之島などである．音波探査結果による基盤陵起や断層，摺曲の方向も乙の向きのものが圧倒

的iζ多い．陸上地質は九州中部を臼杵八代構造線が北東一南西i乙横切り，その南i乙秩父揚；及び四万十帯が並走

していると考えられている． しかし九州南西部では第三紀，第四紀の安山岩，玄武岩が広く分布していて四万

十帯の北東一南西の方向性を覆い，不明瞭にしている．地磁気異常と直接関連すると思われる火成岩は，長崎

半島付近の第三紀，第四紀安山岩及び玄武岩，天草諸島や宇治群島，草垣島，黒島の第三紀安山岩及び吐鳴l県j

群島沿いの第三紀第四紀安山岩である．

地磁気異常はそれらの地形の高まりに伴うか，または地形では不明であるが音波探査で基挫の隆起がみられ

る位置に伴って分布する．長崎海閥lの南西延長上の海盆底にある500ガンマの異常，飯島列島西方の400ヵーンマ

の異常の原因岩体の深さは海面下2km程度である．また前述の北東 南西から北々東一南々西向きの島や堆の
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列の中間lこも，地形や音波探査では不明な磁性岩体の凸部を示す異常がいくつか認められ，それらの深さは3

～5k 

lこ分布する第三紀安山岩と考えられるが，吐1葛劇群島だけは第四紀の安山岩が乙れに主義なって，現在の火山フ

ロントを形成している．また火山フロントの東縁は，地磁気異常分布図上で明瞭な一線として認められる．四

国から九州中央部l乙延びた四万十帯の東北東一西南西の方向性が九州西部においてより新しい安111岩類iζ覆わ

れているが，その延長である当区域において島及び堆列の北東 南西の方向性として再び現れ，地磁気異常図

にその傾向が表現されている．また音波探査結果の基盤の断層の方向もこの区域では北東一南西方向である

（桜井，永野・ 1976).

(4) D区域（五島列島及び男女群島付近）

中国地方の日本海沿岸から九州北部の延長線上にあたり，いわゆる台湾穴道招曲帯（WAGEMANet al.・

1970）とJI子ぶ基盤の降起地帯である．地形は王子戸烏から五島列島，男女群島とその付近の堆などの方向性の｛也

lこ，乙れと直交する方向の卓越する五島海底谷群の関口高fl及びその南の平坦面（福江海主主）が顕著である．五

島列島付近の地殻ブロックは中新世中期まで沈降し，その後上昇i乙転じ陸化したと考えられており（桂，永

野・ 1976），陸l:J乙は新第三紀の五島火山岩類（安山岩，扮岩，流紋岩）及び第四紀玄武岩がみられる． 男女

群島陸上の地質は第三紀塩基性岩類である．

地磁気異常分布は，乙の区域、全体l乙五島列島及び男女群島と同じ方向性を強く示す．それらはリッジ状の基

錠の線起を示すもので，］頁部の深さは海面下約2～4kmで，地磁気異常の振幅から正iζ帯i磁した安山岩等の塩

基性岩と考えられ，福江島から南西へ延びる一帯及び向島から南々西へ延び，男女群島l乙至る一帯，男女群島

の西20kmから南々西への一帯が顕著である．

五島列島から長崎半島沖の簡の海域は，北部が大陸棚，南部は500m以浅の平湿な海盆で，大陸榔j外縁には

音響基盤の露頭が見られる．地磁気異常分布は複雑で，五島列島付近ではほとんど海底付近，五島列島と長崎

海胸中間では海面下1～4km程度の深さに正帯磁の塩基性火成岩の上而ーがあり，複雑'ft.起伏をしているものと

推定される．

(5) E区域（福江島北西）

地形的lζは水深120～zoomと浅く，五島海底谷群の関口部が集合する地域である．また東海大陸棚東縁の一

郎ともなっており，区域東縁は五島構造線（桂，永野・ 1976）である．

きわめて複雑な地磁気異常の等値線が特徴的で，負の異常が卓越し，振幅は100ないし450ガンマで，原因岩

！本の頂吉IIは海面下1～数キロメートノレ程度できわめて浅いと推定される． 乙れらは逆帯磁の貫入岩群によるも

のと，思われる．それらの地質年代については不明である．

(6) F区域（対馬と五島列島の中間海域）

前記E区域の北，中五島海底谷群，東五島海底谷君干の谷頭部で，水深は100～120mであり，地形及び音波探

査の結果では対馬構造線と五島構造線の接続部付近を乙の区域東縁と考える．

地磁気異常分布図では，周到の海域lζ上［；べ等｛直線の屈曲がゆるやかで，明瞭に区別できる．区域全体の分布

方向はほぼ東西で，地磁気巽常の振幅は150～550ガンマ，原因岩体頂部の深さは5km前後，帯磁は正帯磁であ

る．振幅から原田岩体を推定すると，区域東部では酸性岩，西部では塩基性岩が妥当であろう ζのー揺は，

東西方向lζ広がる基豊富の沈降帯と考えられ，その！：Iこ厚い堆積層をのせているものである．

(7) G区域（対j罵下島西方）

水深90～120mの平坦な海底で，大陸棚；¥ff縁であり，区域西縁は対馬構造線iこ一致する．地磁気異常分布は
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複雑で，正負の異常が一面に分布し，振幅は200～1,250ガン？と大きい．原因岩体の深さは1～5km程度，

帯磁は正で， ζれらの事から安山岩，玄武岩の貫入岩体が多数分布していると考えられる．

(8) H区域（対馬）

対馬ブロックそのもので，いわゆる対州層群が厚く（1,OOOmlζ達するといわれる）その下部は不明であるが，

乙れを新第三紀後期の石英斑岩，花尉岩が貫（，•ている．乙れらは磁性が弱く，付近海底iとほとんど地磁気異常

を伴っていない．

(9) I区域（対馬北京の大陵斜面）

水深130～1,500mで区域南部から北方へ，大陸相i外縁，縁辺台地，大陸斜面が東北東 西南西向きに並んで

いる．音波探査t棋によると，縁辺台地付近では基盤が対馬海盆の方向へ傾いている．地磁気異常はO～＋150

ガンマで，等値線はほぼ地形と同じ向きできわめて王子坦である． したがって滋気的基盤は深いか，あるいは磁

性の強い岩石を欠いているかである．

(10) J区域（対馬東北東海域）

地形は，水深 120m 程度の大陸棚外縁の平坦面で長門i中には岸線lζ直角に~tへのびる高まりがあり，平坦liii

を東西lζ二分している。 ζの区域は基盤の向斜部で堆積盆地となっている（登崎他・ 1978).

地磁気異常は西半部の平垣面でO～ー200ガンマと負で， かなり平坦である．対馬と長門の中間i乙位置する

小規模な堆l乙伴って＋200ガンマ程度が見られ， ζれにより ζの区域が東西に二分されるが，その東の海域は

さらに磁気的lζ平坦となる．乙れら弱い負の異常は，その南の大陸棚一帯lζ分布する磁性岩体が，全体として

正iζ帯磁しているため，それらに伴う北側の負異常で， ζの海域海底は，磁気基盤は深いか欠除しているかで

ある．

(11〕 K区域（九~＂＇I北部および山口県，島根県北部沿岸）

海底地形は北へ傾く大陸棚海域で，海岸付近の陸上lζは白亜紀火山岩類，イ井入岩類，三群変成岩類，第三紀

グリンタフ，さらにそれらを貫く第四紀火山岩類がパッチ状lζ入り乱れて分布し，第三紀末期以降の火成岩等

がそれらを覆っていないため，各時代の火成，変成活動の産物を地表にとどめている． ζれらのうち，地磁気

異常に特に関連の強いものは，浜田付近の中新世安山岩，玄武岩類，益田から萩，長円，登減付近の白亜紀安

山岩，鮮新ttt及び更新世のアルカリ玄武岩類，見烏付近の古第三紀安山岩玄武岩類，新第三紀末期アルカリ玄

武岩，北九州福岡，唐津周辺の自主主紀前期の安山岩類を含む凝灰岩， ζれら海岸付近の烏にみられる新第三紀

末期のアルカリ玄武岩などであり，ーさらにζの区域沿岸iζ広く分布している花応器類も若干の関連を有するも

のと見られる．地磁気異常は乙の区域全般に複雑な等値線、で示されており，正の異常が卓越し，海底ないしう

すい堆積層の下lζ，ζれら付近陸上にみられている岩石が広がっているのであろう．特に見鳥周辺や福岡沖海

域の広い大陸棚では1,000ガン7以上lζ遠する強い異常がみられ，付近陸上では玄武岩の分布は小規模である

が海底にはかなり広く分布しているのであろう．

なお，乙の区域は前記D区域の北西延長上で，巨視的には基盤の隆起地帯であり，いわゆる台湾宍道題曲持

の北西端をなすものである．

(12) L区域（日御碕北方の大陸斜萄）

隠岐海脚西部の大陸斜面で，区域南部lとは大陸棚部を含む．音響基盤は深く不明である（南部を除く）．

地磁気異常は平坦で，等催線は東西向きであり， 0ないし－50ガンマである．区域北部lζは，隠岐海Mli七端

部が西l乙張り出しているための小規模な基盤隆起を示す異常が見られる． 区域中央部は磁気的iζ も基盤は深

く，等値線からは深さlOkm以上と推定される．
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(13) M区域（鳥取沖）

隠岐海脚と隠、妓i詮が地形上の特徴を形作り，鳥取一松江沿いの大陸棚と共にそれら浅所には複雑な地磁気異

常が伴っている．とれら異常の原因となる火成岩は，前記K区域と伺穫のもの及び三瓶山や大山付近の第四紀

カJレクアルカリ安山岩などと考えられる．

地磁気異常分布では，前記K区域の北西延長としての異常帯は特lζ認められない．分布図から異常帯を区分

するならば， i思岐海脚lζ伴う南北の異常帯，乙れに斜交する隠岐諸島及び隠岐土佐沿いのもの及び隠、妓諸島から

鳥取付近l乙歪る異常帯の三地帯である．いずれも音響基盤の隆起音~Iζ強い地磁気異常が伴っており，地磁気異

常の等｛直線からも基盤は浅いと推定される．隠岐土佐沿いのものは， K区域と同方向を示すが互いに履行してお

り，台湾宍道摺泊帯との関連は不明である．

5. 考察

調査海域全般に，地磁気異常図で見る！浪りすべての海域lこ北東一南西あるいは東北東一西南西の方向性がみら

れる．また，弧状構造との関連という観点、からみると，南海トラフ，琉球海溝沿いの磁気的平坦海域及びトラフ

沿いの花向岩類の帯状配列を示すらしい2条の弱い正異常帯とその内側の陵，さらにその内側の複雑な地磁気異

常で特徴づけられる縁辺海という順序で，海溶から縁辺海までの平行な帯状分：街を示している． 乙れらは縁辺海

の生成iζ関して手がかりを与えるものと忍われる．

例えば，九州南西の東シナ海沿岸部について見ると，音響基盤の断層が南西向きであり，島及び堆列がこれと

j司方向を示し，現在の火山フロントの内側にそれらが並走している．陸上地質は四国，中国から九州地方にかけ

て，三群，三波JII，四万十層群等が帯状lζ並んでいるが，九州ではその配列が乱れ，北薩では地質学的に四万十

層群等が南寄りの方向へ屈曲している（木崎・ 1979）といわれている．乙れらから，烏弧内側では，島弧lζ平行

な断層群が生じ，それらに沿って安山岩等の火成岩の貫入が起乙り，縁辺海i海底が拡大したと考える乙とができ

る．その場合には大洋中央海嶺のような整然とした地質年代の配列ではなく，ほほ;f宮前後した時期の火成岩活動

帯状配列が順l乙並ぶ乙ととなり，やや不規則で不明瞭な縞状異常がみられる事となる． そのような特徴は日本

海，東シナ海，四国海盆で広く分布している．また九州西方の島及び堆列等の地形の高まりの地質年代が，おお

むね北から南へ新しくなっている乙ととも整合する．北穫の屈曲は，そうした琉球弧縁辺海としての東シナ海の

拡大によって起乙ったもので，北端部を九州北部の地塊iζ制止されたような運動が起乙ったためと考えられる．

その結果，高や堆などの配列の方向が，五島付近では東北東一西南西であるが，南へ下がるにつれて徐々に反時

計まわりに方向を変え，ニiニ鴎劇群島ではほぼ南北lζ近い向きを示し，全体としてあたかも鳥取県の大山付近を扇

のかなめとするような地形の配列を示すものと思われる．

また，種子島，屋久島の花潟岩や四万 1－層群と平行な深海平坦函IC沿う海底下深部にあると捻定される花尚岩

の関係やそれらの成田なども，乙の海域の今後の研究課題として重要である．

6. おわりに

本論は水路部の大陸棚の海の基本l習の誤lj量成果によるものであり，調査に従事した測量船「昭洋J及び「明

洋」の船長ほか乗組員の方々及びデータ処理を担当した，水路部近藤忠，進林一彦，植田義夫，大森哲雄，塚

本徹，穀田昇一，淵上勝義の各氏IC厚くお礼申し上げる．
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